
 

   市民アンケート・意識調査 
 

市民アンケート調査概要 

調 査 期 間 ： 平成 30年 9月 25日（火）～10月 12日（金） 
調 査 対 象 ： 沼津市に在住する 20歳以上の市民 3,500人 
有効回答数 ：   1,423票（有効回答率 40.7％） 

Ｑ あなたが、今後、沼津市が取り組むべきと思う事項は何ですか。(３つまで選択)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民意識調査概要 

調 査 期 間 ： 平成 30年 6月 19日（火）～７月２日（月） 
調 査 対 象 ： 沼津市に在住する 20歳以上の市民 2,100人 
有効回答数 ：   1,039票（有効回答率 49.5％） 

 

H30重要度 H30　満足度 H30　優先度

1 地球環境の保全、自然環境との共生 4 7 13
2 資源循環型のまちづくり 2 8 7
3 汚水処理対策の推進 9 2 16
4 公共交通の活性化 20 26 10
5 災害に強いまちづくり 1 21 1
6 市民生活の安全確保 5 12 9
7 安全で円滑な道路交通の確保 8 22 12
8 快適で緑豊かな居住環境の整備 22 15 23
9 親切で便利な共生のまちづくり 26 9 27
10 共に支えあう住みよい地域づくり 25 1 22
11 子育て環境の整備 11 16 4
12 子どもの教育の充実、健全な育成 14 14 8
13 保健・医療の充実 10 4 6
14 スポーツの推進 27 6 24
15 生涯学習の充実 29 2 28
16 芸術・文化の振興 28 5 26
17 高齢者福祉の充実 7 13 3
18 障害者福祉の充実 16 10 20
19 安定した暮らしの支援 3 24 2
20 ぬまづの魅力の創造と発信 23 19 21
21 沼津への誘客の推進 17 20 13
22 中心市街地の活性化と魅力ある空間づくり 12 29 5
23 体系的な交通網と交通環境の整備 15 27 15
24 商業・サービス産業の振興 6 28 11
25 工業の振興と新産業の育成 19 25 17
26 農林水産業の振興 21 17 24
27 新たな広域都市づくり 13 18 19
28 市民主体の協働のまちづくり 24 11 29
29 行政改革の推進 18 23 17
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16．ICTやビッグデータなど最先端技術の活用

無回答・無効回答

17．その他

15．自然環境の保全

8．文化芸術の振興・伝統文化の保存活用

4．健康づくりの推進及び環境の充実

7．スポーツや生涯学習のできる環境づくり

14．公園やコミュニティ施設の充実

2．地域資源の活用による交流人口の拡大

5．妊娠、出産への支援など少子化対策

9．農林水産業・商工業など地域産業の活性化

6．保育などの子育て支援や学校の教育環境の充実

12．道路環境の整備や公共交通の充実

1．定住人口確保への対策

10．企業誘致など働く場所の確保や起業創業の支援

13．地震や津波、豪雨災害などへの安全対策

3．医療・福祉サービスの充実

11．中心市街地の活性化

市民 
意向 


